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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

２
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人　

講
師　

 

西
岡
ひ
と
み
氏
（
元
Ｊ
Ａ
Ｌ
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
）

会
費　

会
員
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

歯
科
臨
床
・
学
術
部

心
通
わ
す
接
遇　

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
ク
レ
ー
ム

対
応
に
学
ぶ

日
時　

１
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

高
津
兆
雄
氏
（
旭
区
開
業
、
前
大
阪
歯
科
大
学
歯
周

病
学
講
座
准
教
授
）

会
費　

会
員
無
料　

未
入
会
者
各
１
万
円

内
容　

指
導
管
理
と
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

大
阪
市
北
部
地
区
、
大
阪
市
東
部
地
区
、
南
河
内
地
区

歯
周
治
療
３
回
シ
リ
ー
ズ
講
座〈
３
回
目
〉

日
時　

１
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

横
山
武
志
氏
（
九
州
大
学
歯
学
部
麻
酔
学
教
室
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

１
月
度
生
涯
研
修

歯
科
医
院
に
お
け
る
偶
発
症
の
予
防
と
救
命
処
置

日
時　

１
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
千
円　
　

対
象　

会
員
本
人
に
限
る

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

個
別
指
導
対
策
講
習
会

レ
セ
コ
ン
の
カ
ル
テ
作
成
機
能
は
個
別
指
導
の

現
場
で
通
用
す
る
か

日
時　

１
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

 

橋
岡
雄
太
さ
ん
（
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
・
ス
ト

レ
ッ
チ
専
門
店　

ス
ト
レ
ッ
チ
ア
ッ
プ
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

服
装　

 

運
動
を
で
き
る
服
装
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
（
男
性

・
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
可
）

※
終
了
後
に
ラ
ン
チ
女
子
会
を
開
き
ま
す

組
織
部
主
催

女
性
ド
ク
タ
ー
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

日
時　

１
月
25
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

20
人

対
象　

会
員
・
家
族
・
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ

「
弥
生
会
計
」パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
座
―
決
算
編

世
論
の
高
ま
り 

確
か
な
力
に

安
倍
政
権
と
民
意

　

２
０
１
４
年
は
、
こ
の

国
の
土
台
を
成
す
社
会
保

障
や
平
和
、
民
主
主
義
が

重
大
な
岐
路
に
立
つ
激
動

の
１
年
に
な
る
。
歴
史
の

逆
流
に
抗
し
、
憲
法
の
国

民
主
権
・
基
本
的
人
権
・

平
和
主
義
を
守
り
生
か
す

政
治
を
切
り
開
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

自
民
党
が
政
権
復
帰
し

た
こ
の
１
年
間
、
私
た
ち

の
目
に
映
っ
た
の
は
民
意

を
無
視
し
て
重
大
課
題
を

強
行
す
る
権
力
者
の
姿

だ
。
消
費
税
増
税
と
社
会

保
障
大
改
悪
を
計
画
し
、

公
約
を
破
っ
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
に
参
加
。

事
故
が
収
束

し
て
い
な
い

に
も
関
わ
ら

ず
原
発
再
稼
動
を
進
め
、

圧
倒
的
な
世
論
に
反
し
て

沖
縄
米
軍
基
地
の
辺
野
古

移
転
を
推
進
す
る
―
―
。

熟
議
を
尽
く
す
民
主
主
義

と
は
相
容
れ
な
い
異
常
な

政
治
が
続
い
て
い
る
。

　

巨
大
与
党
の
自
公
支
配

の
下
で
首
相
は
「
こ
の
国

の
か
た
ち
」
を
根
底
か
ら

変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
社
会
保

障
の
在
り
方
だ
。
昨
年
末

に
強
行
採
決
し
た
「
プ
ロ

自
己
責
任
の
制
度
に
変
質

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
が
、
戦
後
日

本
の
平
和
主
義
だ
。
首
相

が
集
団
的
自
衛
権
や
海
外

で
の
武
力
行
使
を
容
認
す

る
先
に
は
、
憲
法
９
条
を

り
に
踏
み
出
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、今
、少
な
く
な

い
人
々
が
「
安
倍
政
権
の

下
で
は
暮
ら
し
も
平
和
も

守
れ
な
い
」
と
危
機
感
を

抱
き
、
自
ら
の
意
志
で
立

ち
上
が
り
始
め
て
い
る
。

こ
の
世
論
を
確
か
な
力

に
、
協
会
は
幅
広
い
市
民

・
団
体
と
連
携
し
、国
民
の

生
活
や
健
康
、
平
和
を
最

優
先
に
考
え
る
政
治
へ
抜

本
転
換
を
迫
っ
て
い
く
。

　

協
会
は
昨
年
、
歯
科
医

療
現
場
の
問
題
を
浮
き
彫

り
に
す
る
た
め
に
学
校
歯

科
治
療
調
査
と
技
工
所
ア

ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
ん

だ
。
受
診
さ
え
で
き
な
い

児
童
や
歯
科
技
工
士
の
厳

し
い
実
態
を
明
ら
か
に
し

た
。
歯
科
界
に
と
ど
ま
ら

ず
、
様
ざ
ま
な
団
体
と
問

題
解
決
に
向
け
た
つ
な
が

り
が
で
き
て
い
る
。
臨
時

改
定
し
、
国
防
軍
を
創
設

す
る
目
的
が
あ
る
。
そ
の

一
歩
と
し
て
、
特
定
秘
密

保
護
法
が
あ
っ
た
。
国
家

安
全
保
障
会
議
（
日
本
版

Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
法
と
合
わ
せ
、

「
戦
争
で
き
る
国
」
づ
く

そ
の
象
徴
が
秘
密
保
護
法

に
対
す
る
批
判
の
声
だ
。

首
相
が
強
権
的
に
出
れ
ば

出
る
ほ
ど
、
民
意
と
の

〝
ね
じ
れ
〞が
深
刻
化
し
、

国
民
運
動
が
急
速
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

グ
ラ
ム
法
」
は
、医
療
・
介

護
・
年
金
な
ど
の
負
担
増

・
給
付
抑
制
策
に
と
ど
ま

ら
ず
、
社
会
保
障
の
基
本

に「
自
立
・
自
助
」を
位
置

付
け
た
。
生
存
権
に
基
づ

く
国
の
責
任
を
放
棄
し
、

　

政
府
・
与
党
は
12
月
６
日
、
参
議

院
本
会
議
で
特
定
秘
密
保
護
法
案
を

強
行
採
決
、
成
立
さ
せ
た
。
私
た
ち

は
、
同
法
内
容
が
国
民
の
基
本
的
人

権
を
侵
し
、
平
和
を
踏
み
躙
る
も
の

と
し
て
審
議
過
程
で
も
指
摘
し
、
廃

案
を
求
め
て
き
た
。
採
決
に
至
る
道

筋
に
お
い
て
も
議
会
制
民
主
主
義
の

ル
ー
ル
を
逸
脱
し
て
お
り
、
と
う
て

い
容
認
で
き
な
い
。

　

そ
も
そ
も
現
国
会
は
、
衆
参
両
院

の
一
票
の
格
差
に
つ
い
て
、
最
高
裁

や
高
裁
で
「
違
憲
状
態
」
と
の
判
決

が
下
さ
れ
て
お
り
、
特
定
秘
密
保
護

法
の
よ
う
な
国
民
の
権
利
を
著
し
く

制
限
す
る
重
要
法
案
を
採
決
す
る
資

格
を
持
た
な
い
。
違
憲
状
態
の
国
会

に
よ
る
違
憲
立
法
は
断
じ
て
許
さ
れ

な
い
。

　

特
定
秘
密
保
護
法
案
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
77
％
が
反

対
意
見
を
表
明
、
世
論
調
査
で
も
国

民
の
過
半
数
が
反
対
、
８
割
が
慎
重

審
議
を
求
め
て
い
た
。
同
法
案
の
強

行
採
決
に
対
す
る
国
民
の
批
判
の
声

は
、
同
法
成
立
後
の
内
閣
支
持
率
の

急
落
を
見
て
も
明
確
で
あ
る
。

　

福
島
市
の
地
方
公
聴
会
で
は
、
自

民
党
推
薦
の
参
考
人
を
含
め
て
７
人

の
公
述
人
全
員
が
同
法
案
に
反
対
・

慎
重
を
表
明
し
た
に
も
か
か
ら
ず
、

翌
日
に
は
衆
議
院
本
会
議
で
強
行
採

決
、
参
議
院
で
も
同
様
に
地
方
公
聴

会
の
翌
日
に
強
行
採
決
さ
れ
た
。
衆

参
合
わ
せ
た
審
議
時
間
は
わ
ず
か
67

時
間
で
あ
り
、
国
民
多
数
の
意
向
を

無
視
し
た
異
常
な
も
の
だ
っ
た
。

　

何
が
秘
密
か
も
明
ら
か
に
さ
れ
な

い
も
と
で
、
医
療
人
と
し
て
は
、
患

者
と
の
対
話
、
問
診
に
も
支
障
を
き

た
す
こ
と
を
恐
れ
る
。
適
性
評
価
で

医
療
機
関
に
患
者
の
情
報
の
提
供
が

義
務
付
け
ら
れ
、
患
者
と
の
信
頼
が

成
り
立
た
な
く
な
る
。

　

特
定
秘
密
保
護
法
は
、
国
家
安
全

保
障
会
議
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
と
の

集
団
的
自
衛
権
を
発
動
す
る
た
め
の

法
整
備
で
あ
り
、
日
本
を
戦
争
に
導

く
も
の
で
あ
る
。
大
阪
府
歯
科
保
険

医
協
会
は
、
命
と
健
康
を
守
る
医
療

人
と
し
て
、
戦
争
へ
道
を
開
く
特
定

秘
密
保
護
法
の
強
行
採
決
に
抗
議

し
、
即
時
廃
止
を
求
め
る
。

し
さ
か
ら
日
常
生
活
や
社
会

生
活
で
不
安
や
困
り
感
を
強

く
感
じ
て
い
る
。

　

歯
科
診
療
や
指
導
が
う
ま

く
い
か
な
い
場
合
も
あ
る

が
、
そ
の
際
外
見
で
障
害
が

分
か
り
に
く
い
た
め
、
わ
が

ま
ま
な
人
な
ど
と
誤
解
さ

れ
、
傷
つ
き
自
信
を
な
く
す

よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い

う
。
発
達
障
害
の
あ
る
人
の

感
覚
世
界
を
理
解
し
、
不
安

感
や
困
り
感
を
想
像
し
て
配

慮
す
る
こ
と
は
、
患
者
と
歯

科
医
療
者
が
お
互
い
に
ス
ト

レ
ス
や
不
安
を
解
消
す
る
の

に
役
立
つ
。

　

今
回
は
、
発
達
障
害
の
原

因
、
症
状
や
最
近
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
、
そ
し
て
歯
科
治
療
や

口
腔
衛
生
指
導
の
時
に
配
慮

す
べ
き
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

た
い
。

る
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・

多
動
症
）、
そ
し
て
文
字
を

読
む
こ
と
や
計
算
が
苦
手
な

Ｌ
Ｄ
（
特
異
的
学
習
症
、
学

習
障
害
）
が
あ
る
。

　

普
通
学
級
に
通
う
小
中
学

生
の
６
・
５
％
に
発
達
障
害

が
あ
る
と
さ
れ
、
最
近
で
は

大
人
に
な
っ
て
診
断
を
受
け

る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
し
た
が

っ
て
歯
科
医
療
機
関
を
受
診

す
る
患
者
に
は
、
診
断
を
受

け
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
わ

ら
ず
、
発
達
障
害
の
あ
る
人

が
一
定
の
割
合
で
存
在
す

る
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
人
は
、

触
覚
、
視
覚
、
聴
覚
、
嗅

覚
、
味
覚
や
平
衡
覚
な
ど
の

感
覚
が
過
敏
で
あ
っ
た
り
鈍

か
っ
た
り
す
る
感
覚
凸
凹
の

特
徴
が
あ
り
、
こ
だ
わ
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難

　

発
達
障
害
に
は
、
社
会

性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
想
像
力
に
困
難
を
か
か

え
る
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
、
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
障
害
）、
不
注
意
・

多
動
・
衝
動
性
で
定
義
さ
れ

日
時　

２
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

２月度生涯研修抄録

知っておこう！考えよう！発達障害
安心できる歯科医療をめざして　　

村上旬平（大阪大学歯学部附属病院障害者歯科治療部）

特
定
秘
密
保
護
法
の
成
立
強
行
を
受
け
協
会
は
14
日
、
抗
議
声
明
を
発
表
し
た
。

特
定
秘
密
保
護
法
強
行
採
決
に

特
定
秘
密
保
護
法
強
行
採
決
に

抗
議
し
、廃
止
を
求
め
る

抗
議
し
、廃
止
を
求
め
る  　
　
　
　

２
０
１
３
年
12
月
14
日　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
第
９
回
理
事
会

国
会
に
提
出
し
た
「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
」
署
名

は
、
全
国
で
過
去
最
多
の

32
万
筆
を
超
え
た
。「
歯

科
医
療
を
改
善
し
て
ほ
し

い
」「
社
会
保
障
を
守
れ
」

の
要
求
が
国
民
の
間
で
渦

巻
い
て
い
る
。

　

歴
史
に
逆
流
す
る
今
の

政
治
で
は
、
国
民
の
切
実

な
願
い
に
応
え
ら
れ
な

い
。
協
会
は
、医
療
・
社
会

保
障
の
改
悪
を
許
さ
ず
、

憲
法
が
保
障
す
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、
こ
の

間
、
生
ま
れ
て
い
る
国
民

と
の
連
帯
を
さ
ら
に
広

げ
、
全
力
で
行
動
す
る
。


